
 

 
本屋大賞とは…売り場からベストセラーをつくる！ 

2023 年 12 月～2024 年 11 月に刊行された日本人作家の小説の中で、

書店員が自分で読んで、いちばんお勧めしたいと思った作品が選ばれま

す。 

～大賞～ 

 
『カフネ』 

阿部暁子（講談社） 

【あらすじ】一緒に生きよう。あなた

がいると、きっとおいしい。やさしく

も、せつない。この物語は、心にそっ

と寄り添っている。法務局に勤める野

宮薫子は、溺愛していた弟が急死して

悲嘆にくれていた。弟が遺した遺言書

から弟の元恋人・小野寺せつなに会

い、やがて彼女が勤める家事代行サー

ビス会社「カフネ」の活動を手伝うこ

とに。弟を亡くした薫子と弟の元恋人

せつな。食べることを通じて、二人の

距離は次第に縮まっていく。 

2位 『アルプスの母』 早見和真（小学館） 

まったく新しい高校野球小説！母親たちの熱闘甲子園！ 

3位 『小説』 野崎まど（講談社） 

小説を読む。読む。宇宙のすべてが小説に集まる。 

4位 『禁忌の子』 山口未桜（東京創元社） 

5位 『人魚が逃げた』 青山美智子（PHP研究所） 

6位 『spring』 恩田陸（筑摩書房） 

7位 『恋とか愛とかやさしさなら』 一穂ミチ（小学館） 

8位 『生殖記』 朝井リョウ（小学館） 

9位 『死んだ山田と教室』 金子玲介（講談社） 

10位 『成瀬は信じた道をいく』 宮島未奈（新潮社） 

 

超発掘本！『ないもの、あります』 

クラフト・エヴィング商舎 筑摩書房 

よく耳にするけれど、一度としてその現物を見たこと

がない。そういうものがこの世にはあります。たとえば

「転ばぬ先の杖」。あるいは「堪忍袋の緒」。こういうも

のは、どこに行ったら手に入れられるのでしょうか？ 

このような素朴な疑問とニーズにお応えするべく、わたくしどもクラ

フト・エヴィング商會は、この世のさまざまなる「ないもの」たちを、

古今東西より取り寄せて、読者の皆様のお手元にお届けします。 

令和７年５月 9 日 5 月号【No.2】 

山形県立加茂水産高等学校図書館 

水高蔵書検索 

2025 本屋大賞決定！ 



新 刊 案 内 
『海技試験六法 2025 年版』国土交通省海事局海技課監修 成山堂書店 

 口述試験場に持ち込める！唯一の専用の六法！！２０２５年１月５日

現在で収録の最新版。海技試験の出題範囲に含まれる法令・条約を収

録。船員法・船舶安全法など主要１６法令は全て参照条文つき。見出し

（つめ）・巻頭に掲載の法令索引は検索に便利。 

『教養の生態学』日本生態学会編 東京化学同人 

教養として生態学を身につけたい人すべてにとって有益な本 

持続可能な未来のために、生態学はすべての人が学ぶべき教養です。 

『海辺の石－小図鑑・見立て・石並べ―』石の人 グラフィック社 

日本各地の石を拾い、並べ、時には見立て、石ころの魅力を発信して

きた「石の人」、初の著書。美と科学の視点で贈る、あたらしい石の

本。・９８点の石を専門家が分類・推定。・さまざまな石の愛で方を現代

の感覚で紹介。 

『実践！社会人のキホン』内田和俊 筑摩書房 

 世代間ギャップ、時間意識やライフステージの変化。この三つは新社

会人なら誰しもぶつかる問題である。それらを解決し、充実した社会人

生活を送るにはどうすればよいか。ビジネスコーチが効果バツグンの知

識とスキルを解説。 

 

◇◆山形県にゆかりのある作家の本◆◇ 

『逃亡者は北へ向かう』柚月裕子 新潮社 

地元・東北を舞台に描く震災クライムサスペンス 

 

『高宮麻綾の引継書』城戸川りょう 文藝春秋 

こんな会社辞めてやる！ ビジネス×痛快ミステリー 

 

『「好き」を言語化する技術 

推しの素晴らしさを語りたいのに「やばい！」しかでてこない』 

三宅香帆 ディスカバー・トゥエンティワン 

 みなさんに推しはいますか？ 

 推しの素晴らしさについて語るとき、言葉がどんど

ん溢れてきて止まらない人、逆に「やばい」「おもしろ

かった」しか出てこない人もいます。相手に推しの素

晴らしさを伝えられないなんて、もっ

たいないですよね。 

 この本では、自分の言葉をつくるこ

とを紹介しています。ＳＮＳで発信さ

れている誰かの言葉を読んで影響を受

ける前に、自分はどう感じたか言葉で

残すことが大切です。そのあとに誰か

と感想を言い合うと違いがわかってき

ます。 

 「推し」はどんなジャンルでも大丈

夫。推しを言語化することで、あなた

自身の「好き」をみつけるきっかけに

もなります。 


